
歌
舞
伎
の
『
壇
ノ
浦
兜
軍
記
』「
阿
古
屋
の
琴
責
」
で
は
、
景
清
の
行
方
詮

議
の
た
め
と
し
て
、
阿
古
屋
に
琴
・
胡
弓
・
三
味
線
を
弾
き
分
け
さ
せ

る
が
、
あ
る
名
女
形
は
微
塵
も
動
揺
を
見
せ
ず
に
弾
き
終
わ
り
、
景
清

の
こ
と
な
ど
、
全
く
念
頭
に
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
敵
を
完
璧
に
欺
い
た

こ
と
に
も
な
る
が
、
い
わ
ば
「
詩
興
に
乗
じ
て
」
演
奏
に
没
入
し
、「
物
思

う
本
意
を
見
失
」
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
興
の
た
め
の
状

況
設
定
は
、
あ
り
得
べ
き
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
思
う
。

　

音
も
な
く
静
か
に
女シ
テ

が
現
れ
て
、
大
慈
大
悲
の
観
世
音
に
祈
念
す
る
。

毎
夜
の
こ
と
だ
と
い
う
。
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
幼
い
わ
が
子
の
身
を
案

じ
、
再
会
を
願
っ
て
一
心
に
念
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
う
ち
、

「
わ
が
子
に
逢
わ
ん
と
思
は
ば
、
三
井
寺
へ
参
れ
」
と
の
霊
夢
を
蒙
る
。
清

水
門
前
の
宿
の
主ア
イ

の
夢
占
は
、
尋
ね
る
人
に
は
「
近
（
逢
う
）
江
の
国
」、

わ
が
子
を
「
三
井
（
見
）
寺
」
と
解
く
。「
か
ほ
ど
め
で
た
き
霊
夢
は
あ
る

ま
じ
く
」、
東
山
の
清
水
寺
に
参
籠
を
続
け
て
い
た
女
は
、
教
え
ら
れ
た

「
今
道
」、
す
な
わ
ち
洛
北
白
川
か
ら
志
賀
の
山
越
え
（
山
中
越
え
）
に
三

井
寺
へ
と
向
か
う
の
だ
が
、
ど
う
し
て
こ
の
経
路
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
江
戸
時
代
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
「
京
大

絵
図
」
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
清
水
寺
と
三
井
寺
は
、
西
国
三
十
三
所
巡

礼
の
十
四
番
と
十
六
番
の
札
所
に
あ
た
る
。
観
音
巡
礼
の
成
立
は
古
く
、

平
安
末
期
の
三
井
寺
の
僧
、
行
尊
に
巡
礼
記
が
あ
り
、
同
じ
く
覚
忠
は
応

保
元
年
（
一
一
六
一
）
に
七
五
日
を
か
け
て
三
十
三
箇
所
を
巡
礼
。
寺
院

名
と
順
序
も
判
明
し
、街
道
筋
を
効
率
よ
く
廻
っ
て
い
る
。『
千
載
和
歌
集
』

三
井
寺
の
月

廣
瀬
　
千
紗
子

　
『
風
姿
花
伝
』
第
二
物
学
条
々
の
「
物
狂
」
に
、「
此
道
の
第
一
の
面
白

づ
く
の
芸
能
な
り
」、「
親
に
別
れ
、
子
を
尋
ね
、
夫
に
捨
て
ら
れ
、
妻
に

後
る
ゝ
、
か
や
う
の
物
思
ひ
に
狂
乱
す
る
物
狂
、
一
大
事
な
り
」
と
あ
り
、

「
い
か
に
も
物
思
ふ
気
色
を
本
意
に
あ
て
ゝ
狂
ふ
所
を
花
に
あ
て
ゝ
」と
い
う
。

『
三
井
寺
』
は
作
者
不
明
な
が
ら
、「
親
に
別
れ
、
子
を
尋
ね
」
る
〈
物
狂

い
能
〉
の
狂
女
物
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
見
ど
こ
ろ
の
多
い
曲
で
あ
る
。

康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
奥
書
、
禅
竹
『
歌
舞
髄
脳
記
』「
女
体
」
の
例
に

『
三
井
寺
』
の
曲
名
を
挙
げ
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
四
月
四
日
、
糺
河

原
勧
進
猿
楽
の
初
日
に
上
演
記
録
が
あ
る
。
ま
た
『
申
楽
談
義
』
に
「
近

比
、
将
軍
家
御
前
に
て
」、
音
阿
弥
が
演
じ
た
と
い
う
「
鐘
の
能
」
が
そ
れ

か
、
と
も
い
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
将
軍
は
義
教
で
、
一
四
三
〇
年
ご
ろ
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

と
き
は
八
月
十
五
日
、
満
月
の
夜
。
と
こ
ろ
は
琵
琶
湖
畔
の
江
州
園
城
寺

（
三
井
寺
）。
ア
イ
の
為
所
が
多
く
、
小
舞
が
あ
る
。
道
行
が
あ
る
。
子
方
が

出
る
。
詩
歌
を
ち
り
ば
め
た
流
麗
な
詞
章
に
、
響
く
鐘
の
音
。
発
端
で
は
、

京
都
東
山
清
水
寺
に
参
籠
中
、
霊
夢
を
蒙
る
と
あ
っ
て
、
盛
り
沢
山
で

あ
る
。『
柏
崎
』『
桜
川
』
な
ど
を
よ
く
ふ
ま
え
て
お
り
、
作
者
は
世
阿
弥
の

手
法
を
熟
知
す
る
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
狂
女
物
の
中
で
も
屈
指
の

名
作
」（
松
本
雍
「
三
井
寺
」『
能
・
狂
言
辞
典
』
平
凡
社
）
と
評
さ
れ
る

一
方
で
、「
物
思
う
本
意
を
見
失
い
が
ち
」「
詩
興
に
乗
じ
て
」「
失
わ
れ
た

子
に
帰
る
こ
と
が
な
い
」
と
の
批
判
も
あ
る
（
香
西
精
「
三
井
寺
―
作
者

と
本
説
」『
世
子
参
究
』
所
収
。
わ
ん
や
書
店
）。
香
西
氏
は
右
の
よ
う
に

指
摘
し
て
、本
作
が
世
阿
弥
ら
し
く
な
い
理
由
と
さ
れ
る
。
そ
う
い
え
ば
、

同
志
社
女
子
大
学
教
授



に
は
覚
忠
の
巡
礼
の
歌
が
入
集
す

る
。
室
町
時
代
中
期
に
は
現
行
の
順

序
に
定
着
し
、
巡
礼
は
盛
ん
に
な
っ

た
と
い
う
（
大
津
市
編
『
新
修
大
津

市
史
』
第
二
巻
、
お
よ
び
本
書
所
引

『
寺
門
高
僧
記
』）。
観
音
巡
礼
は
三

井
寺
の
僧
に
由
来
し
、
本
作
は
札
所

を
結
ぶ
能
で
も
あ
っ
た
。

　

三
井
寺
へ
行
く
に
は
清
水
寺
の
裏

は
「
渋
谷
越
え
」
で
、
そ
こ
か
ら
逢

坂
の
関
を
越
え
る
と
す
ぐ
に
大
津
に

出
る
。
清
水
寺
か
ら
市
中
を
白
川

へ
北
上
し
て
山
中
越
え
と
は
、
い
さ

さ
か
遠
回
り
で
は
な
い
か
。
ち
な
み

に
、
絵
図
の
里
程
に
若
干
数
値
を
加

え
て
計
っ
て
み
る
と
、
三
井
寺
ま
で

は
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ

ろ
う
か
。
山
道
が
続
く
が
、
女
の
足
で
も
翌
日
の
夕
方
ま
で
に
着
け
な
い

距
離
で
は
な
い
。
そ
こ
で
憶
測
し
て
み
た
の
が
、
委
細
は
不
明
な
が

ら
、
関
所
を
管
理
す
る
寺
院
間
の
激
し
い
抗
争
で
あ
る
。
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）、
光
厳
天
皇
の
院
宣
で
、
関
山
（
逢
坂
の
関
）・
四
宮
河

原
・
松
坂
峠
の
三
関
が
三
井
寺
に
安
堵
さ
れ
た
が
、
童
形
の
関
賃
徴

収
を
め
ぐ
っ
て
、
南
禅
寺
造
営
の
た
め
の
新
関
で
三
井
寺
の
稚
児
が

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。「
是
奇
代
ノ
珍
事
ト
テ
寺
門

ノ
衆
徒
鬱
憤
ヲ
散
ゼ
ン
ト
」（『
太
平
記
』
巻
四
十
）、
三
井
寺
は
南

禅
寺
に
報
復
。
禅
門
側
に
は
山
門
が
加
担
し
て
強
訴
し
、
貞
治
六
年

（
一
三
六
七
）
六
月
、
幕
府
は
三
関
を
焼
き
払
っ
た
。
こ
の
事
件
で
三

井
寺
所
管
の
関
は
停
止
。
以
後
も
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
ご
ろ
ま

で
抗
争
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
『
新
修
大
津
市
史
』）。
四
宮

河
原
は
絵
図
に
「
小
せ
き
（
関
）
ご
え
」
と
見
え
る
あ
た
り
。
近
江

に
は
水
陸
交
通
の
要
路
が
集
ま
る
が
、山
中
越
え
は
都
と
近
江
の
坂
本
を

結
ぶ
主
要
経
路
で
あ
っ
た
。
不
穏
な
逢
坂
の
関
を
避
け
る
の
は
、
当
時

の
妥
当
な
判
断
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
遠
回
り
に
は

な
っ
た
が
、「
比
叡
の
山
」、「
志
賀
辛
崎
の
ひ
と
つ
松
」
な
ど
、
山
中

越
え
か
ら
見
え
る
湖
畔
の
景
観
が
謡
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

場
面
は
一
転
し
て
、
こ
こ
は
江
州
園
城
寺
（
三
井
寺
）。
折
り
し
も

八
月
十
五
夜
名
月
と
あ
っ
て
、
寺
僧
一
同
、
講
堂
の
庭
に
出
て
月
見

に
興
ず
る
最
中
、
何
や
ら
向
こ
う
が
騒
々
し
い
。
寺
に
女
物
狂
い
が

や
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
従ワ
キ
ツ
レ僧

は
「
当
寺
は
女
人
禁
制
」
と
取
り

合
わ
な
い
が
、
能ア

イ力
は
「
面
白
う
狂
ふ
女
物
狂
」
を
「
見
た
い
こ
と

ぢ
や
」
と
い
う
思
い
に
抗
し
き
れ
ず
、
迷
っ
た
挙
句
に
女
を
寺
内
へ

通
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
物
狂
い
の
女
は
、
面
白
く
狂
う
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
登
場
す
る
が
、『
三
井
寺
』
で
は
、
ア
イ
の
逡
巡
と

い
う
手
順
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
物
狂
い
見
た
さ

の
期
待
を
明
確
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
王
舎
城
美
術
宝
物
館
（
現
、
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
）
所
蔵
「
三
井
寺
絵
巻
」
は
室
町
末
期
の
作

で
、
当
時
の
実
態
を
か
な
り
写
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
月
見

を
描
い
た
場
面
に
は
、
登
場
人
物
が
非
常
に
多
い
（
小
林
健
二
「
能

の
絵
巻
・
絵
本
に
お
け
る
資
料
性
」『
藝
能
史
研
究
』
１
４
８
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
月
）。
図
中
に
は
「
た
く
ひ
な
き
、
な名

を
も持

・
望ち

月
の
こ

よ
ひ
と
て
〳
〵
、
ゆ
ふ
へ
を
い
急そ

く
人
こ

心こ
ろ
、
し知

る
も
し
ら
ぬ
も

も
諸

共

ろ
と
も
に
、
く

雲も
を
い

厭と
ふ
や
か
ね
て
よ
り
、
月
の
な名

た
の
む
こ

よ
ひ
か
な
〳
〵
」
と
、
こ
の
場
面
の
〈
ワ
キ
〉〈
ワ
キ
ツ
レ
〉
の
上
ゲ

歌
が
記
さ
れ
て
お
り
、
図
は
一
曲
の
進
行
に
一
致
す
る
。
こ
の
絵
巻
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に
よ
れ
ば
、
小
林
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
総
勢
十
六
人
。
講
堂
を

背
景
に
、
全
員
立
ち
姿
で
、
僧
が
六
人
、
子
方
一
人
を
含
む
稚
児
八
人
、

能
力
一
人
、
太
刀
持
ち
一
人
が
数
え
ら
れ
る
。
僧
だ
け
で
は
な
く
、

稚
児
が
多
い
の
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
の
舞
台
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
永
正
ご
ろ
（
一
五
〇
四
～

一
五
二
〇
）
の
下
掛
か
り
の
装
束
付
け
『
舞
芸
六
輪
次
第
』、
お
よ
び
、

下
間
少
進
の
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）、
金
春
流
型
付
け
『
童
舞
抄
』

に
は
、
数
名
の
僧
が
出
て
い
た
記
述
が
あ
る
と
前
掲
論
文
に
い
う
。

十
六
人
も
登
場
す
る
の
は
、
さ
す
が
に
誇
張
か
も
し
れ
な
い
が
、
女
物

狂
い
は
、「
知
る
も
知
ら
ぬ
も
諸
共
に
」、
月
見
に
集
う
人
々
の
賑
わ
い
の

只
中
に
現
れ
る
。
実
は
、
稚
児
の
中
に
わ
が
子
が
い
る
の
だ
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
知
る
由
も
な
く
、「
子
の
行
方
」
の
知
れ
な
さ
に
「
乱
れ
心
」

と
な
っ
て
カ
ケ
リ
を
舞
い
、
ア
イ
の
期
待
ど
お
り
に
、「
面
白
う
狂
ふ
」

の
で
あ
る
。

　

満
月
は
夕
方
に
出
て
、
早
朝
に
沈
む
。
正
中
す
る
の
は
二
十
四
時
前
後

だ
が
、
こ
の
絵
巻
の
月
は
ま
だ
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
月
の
出
か
ら
あ
ま
り

時
間
が
経
っ
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

立
ち
姿
の
群
像
の
頭
上
に
月
を
描
く
に
は
、
料
紙
の
天
地
幅
が
、
こ
れ
で

一
杯
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
高
い
位
置
で
は
料
紙
に
入
ら
な
い
。
つ
ま
り

こ
の
場
面
に
は
、
無
理
を
し
て
も
満
月
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
女
物
狂
い
が
現
れ
る
直
前
で
は
、
ア
イ
が
「
見
事
な
る
月
」

に
こ
と
の
ほ
か
感
じ
入
り
、「
い
つ
も
明
月
と
は
申
し
な
が
ら
、
今
宵

の
月
ほ
ど
見
事
な
る
月
は
あ
る
ま
じ
く
」
と
住
僧
に
具
申
し
て
、
求
め

ら
れ
る
ま
ま
に
小
舞
を
舞
う
。
ア
イ
も
ま
た
「
面
白
う
狂
う
て
御
目
に

か
け
」
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
、「
面
白
う
狂
ふ
」
＝
舞
う
の
は
、
月

の
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

女
物
狂
い
が
湖
上
に
照
る
月
を
愛
で
て
舞
う
う
ち
、
次
第
に
夜
は
更

け
て
、
や
が
て
後
夜
に
な
る
や
、
月
見
の
酒
宴
に
時
を
忘
れ
た
ア
イ

が
、
急
い
で
後
夜
の
鐘
を
衝
く
。
琵
琶
湖
の
景
観
に
興
じ
て
い
た
女
も
、

「
月
の
誘
は
ば
お
の
づ
か
ら
、
舟
も
こ
が
れ
て
出
づ
ら
ん
、
舟
人
も
こ
が

れ
て
出
づ
ら
ん
」
か
ら
は
、
そ
の
ま
ま
鐘
に
シ
フ
ト
し
、
月
に
誘
わ
れ

て
鐘
楼
へ
と
導
か
れ
る
。
先
の
「
三
井
寺
絵
巻
」
に
は
、
現
行
の
こ
の

場
面
で
は
、
す
で
に
退
場
し
て
い
る
ア
イ
が
描
か
れ
、
鐘
楼
の
向
こ
う

の
女
の
頭
上
に
は
、
や
は
り
満
月
。
か
た
が
た
、
本
作
の
「
月
」
の
モ

チ
ー
フ
は
、
ア
イ
が
関
わ
る
場
面
に
も
、
き
わ
め
て
鮮
明
に
示
さ
れ
て

い
よ
う
。
女
が
鐘
を
衝
く
場
面
は
一
曲
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ワ
キ
に
制
せ
ら
れ
て
も
、
聖
人
で
さ
え
も
「
月
に
は
乱
る
る
心
あ
り
、

ま
し
て
や
拙
き
狂
女
な
れ
ば
、
許
し
給
へ
」
ひ
る
む
と
こ
ろ
が
な
い
。

鐘
の
響
き
は
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
四
句
の
偈
。
後
夜
の

鐘
を
「
是
生
滅
法
」
と
衝
き
終
え
て
、
真
如
の
月
を
眺
め
明
か
さ
ん
と

す
る
と
こ
ろ
で
、
住
僧
の
弟
子
に
な
っ
て
い
る
、
わ
が
子
千
満
と
再
会

す
る
。
霊
夢
を
蒙
っ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
女
が
三
井
寺
の
稚
児
に
関

心
を
い
だ
い
た
形
跡
は
な
く
、
千
満
に
国
里
を
問
わ
れ
て
、
す
べ
て
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
『
三
井
寺
』
一
曲
に
お
い
て
、
国
里
が
清
見
が
関
で
あ
る

こ
と
、
千
満
が
人
商
人
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
や
や
唐
突
で

あ
ろ
う
。
ま
た
物
学
条
々
に
い
う
、「
物
思
ふ
気
色
を
本
意
に
あ
て
ゝ

狂
ふ
所
を
花
に
あ
て
ゝ
」と
い
う
指
針
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
の
も
否
め
ず
、

「
物
思
ふ
気
色
」
よ
り
も
、「
狂
ふ
所
を
花
」
と
す
る
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
世
阿
弥
の
物
狂
能
の
達
成
の
後
に
は
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、

さ
ら
な
る
彼
方
へ
展
開
す
る
能
が
現
れ
る
の
も
ま
た
、
作
能
上
の
必
然

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
、
八
月
十
五
夜
、
名
月
の
一
夜
を
、

ひ
た
す
ら
「
月
」
に
集
約
し
て
描
き
切
っ
た
『
三
井
寺
』
は
、
事
実
関

係
の
整
合
性
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
興
趣
に
遊
ん
だ
名
作
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。「
月
に
は
乱
る
る
心
」
が
主
題
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。




